
国際農林水産業研究センター（JIRC九引の前身である、熱帯農業研究セン

ター（TARC）が 1970（昭和 45）年に設立されてから、 30年が経過しましJ」 O

も西暦 2000年、新しいミレニアムの始まりであり、また新しい世紀

いるこの日寺に、 医ヨよi吉丈J

／！コJ－＇，く L ることになり

という新しい

まさに j三十にして立

ーレ主主 、 4月

ことも決まっています。

つj時でもありま声。

このような節目の時にあたって、これま を取り

まと に向 し「創立

ことといたしまし～。

ワ仁、 vっし UU(L/J1Jc:'.LA・:'.'.Iに され くの方 ら「思い

¥;' 宗主 L ;f Lを いたしますと、 前にこ

設立さ

つ仁まいります。

ま 、過去 たっ

，可tJ 同研究 、 国々 し きまし 。 し 、諸先輩 ご活躍一 J: 

の研究成果を

しかし、 ける世界の人口はついに

と予測されています。そして、

え己

iま

。さらに、 るい

くの人

しが存在す

l億 2

得ない

になりま

人の

自給率は 40%という

養－っていくためには、

しい量

い：i犬況にあります。

る程度食料の輸入に頼、ら
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「食料の農業・農村基本法Jが新たに公布。施行されましたが、法律の

一つである「食料の安定供給の確保jという観点から、世界の食料

生産力、特に開発途上地域における食料生産力向上のために、積掻的な国際貢



献を果たしていくことが基本施策のーっとしてあげられています。したが、っ

て、我々の果たすべき役割、挑戦すべき課題はまだまだたくさん残されていま

す。

今般 30周年を迎えるにあたって、多くの方々から国際農林水産業研究セン

ターに対する期待と励ましのお言葉をいただき、本誌に収録させていただきま

したが、これも上述のような社会の要請からくるものであり、当センターに課

せられた使命の大きさに身の引き締まる思いであります口

本誌の刊行にあたっては、多くの方々からご寄稿いただきました。また、折

から独立行政法人化に向けての諸準備に多忙な最中、多くの職員の皆さんに編

集、刊行の作業を担当していただきました。心から感謝の意を表したいと思い

ます。

30年といういわば壮年期を迎え、更なる挑戦・飛躍・発展を職員一同とと

もに期して、本誌刊行にあたってのご挨拶とさせていただきます。関係各位の

更なるご支援をお願いいたします。
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国際農林水産業研究センタ一所長

前野休明
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